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川崎市の都市再生・産業再生 
 
儀我 壮一郎 
 
 専修大学生田校舎は、川崎市多摩区東三田に位置する。私は、麻生区王禅寺西三丁目の川崎
市民である。小田急でいえば、「新百合が丘」と「向が丘遊園」の間を、多年、往復して来た。
しかし、川崎市全体のことは、それほど詳しくはない。とくに臨海部については、未知の部分
が多い。2006 年 8 月 2日－3 日の臨海部の実態調査には、喜んで参加した次第である。 
 第１日の「川崎市ゼロエミッション工業団地」の見学では、「コアレックス・三栄レギュレー
タ （ー株）」の工場がとくに印象的であった。再生困難とされてきた古紙を再生し、芯のない（コ
アレックス）トイレットペーパーを生産する「世界初のゼロ・エミッション製紙工場」のすぐ
れた特徴は何か。 
①難再生古紙（ミックスペーパー、各種ラミネート包装紙、各種紙コップ、カートンボック
ス、航空券・電車の切符、感熱・感圧・カーボン紙、機密文書類）に含まれているホッチ
キスの針やクリップなどの金物、廃プラスチック、フィルム、ペーパースラッジなどを各
工程で自動的に除去すること。そして、機密文書は箱ごと未開封・無選別で処理すること。
最近シュレッダーによる事故が発生している状況と思い合せて、注目される。 
②大量に使用する用水は、家庭から出た水を高度処理して再利用していること。 
 以上の①②によって、４人家族の１年分のトイレットペーパー（168 ロール）が約７秒間で
生産される。１日で生産されるトイレットペーパー110 万ロールの長さは地球の約 1.7 周分と
は、驚異的であった。いずれにせよ、紙との御縁が深い私にとって、「うれしい」工場であった。 
 同社が、ロシア、モンゴル、フランス、ベトナム、中国、イギリスに、プラント輸出、技術
供与などの実績があることも、注目に値する。 
 コアレックスグループは、北海道から九州までのグループ企業で構成され、11 工場が連繋し、
大手のスーパーマーケットを中心にトイレットペーパーを供給し、再生紙によるものの市場占
有率は、約 40％である。 
 
 第２日の見学は、ＮＰＯ法人川崎市民石けんプラント／ワーカーズコレクティブ「サボン草」
であり、同法人副理事長石崎娃子氏から懇切な説明を受けた。 
 「サボン草」は、川崎市内 54 の小学校やレストランなどから出る廃食用油を原料として、川
崎の名産品といわれる「きなりっこ粉石けん」を製造している。 
 1984（昭和 59）年９月発足の「かわさき・石けん工場をつくる市民の会」が、1988 年工場用
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地を確保、1989（平成１）年 11 月、「株式会社川崎市民石けんプラント」が設立された。これ
は、１人 1000 円の出資を 6000 名集めることで実現。同年 12 月、製造業務などを請け負うワー
カーズコレクティブ「サボン草」が設立された。1990 年４月から「きなりっこ」が販売されは
じめた。ワーカーズコレクティブとは、労働者生産協同組合のことであり、歴史的には、フラ
ンスにその先駆が見られる。（マルクスが重視し、パリ・コミューン（1871）のさいの役割も再
検討されている）。1993 年４月、「サボン草」が設立主体となり、川崎市から精神障害者地域作
業所としての認定を受けた。 
 さて、とくに感銘を受けたのは、私の事前の質問に対して、すでに回答が用意され、以下の
ように印刷され、配布されたことである。他の諸先生に対しても同様の回答があり、懇切丁寧
な対応に、あらためて感謝している。全文を収載して、記念としたい。 
 
｢ 儀我先生の質問 
Ｑ１：手賀沼、水俣、川崎、に続く他地域の例はありますか？ 
Ａ：上記工場規模のものは残念ながらありません。農協漁協の婦人部やその他市民団体のミニ
プラントによるせっけん作りを継続しているところは 170 団体あります。 
 170 団体はリサイクルせっけん協会を組織し、毎年全国を廻って地域で活動している人
の大勢の参加で総会を開き、活動報告、決算、活動計画、予算を樹て、総会に合わせて研
修会も併せて開催し、せっけん作りの技術を磨いたり、環境に対する意識の向上に努めて
います。 
 
Ｑ２：6,000 人の地域住民にどのように訴えた結果、参加を得たのですか？ 
Ａ：別紙趣意書を少人数の賛同者から大勢の賛同者に口コミで拡げ、１口千円という出しやす
い金額を設定して集めました。（口頭で、「現在ではむつかしいと思います」）。 
 
Ｑ３：障がい者の不満・要望などありませんか？ 
Ａ：障害者自立支援法が施行され、４月から医療費の一部負担が既に実行されていますが、こ
れについては、川崎市が応分の補助をすることで一応納得しています。 
 明年４月から当作業所も厚生省から提示された施設のどれかを選んで、補助金運営でな
く事業体としての運営をしていくことになります。 
 まだ細部まで内容が定まらないということで、私達も就労支援事業Ａ型（雇用型）にな
るのか、Ｂ型（非雇用型）になるのか決定出来ないので、当事者も身の振り方の不安が大
きいのではないかと推察していますが、不定状態を感知してか、要望などは特別ありませ
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 全般的な問題としては就労支援事業の利用者負担の軽減が要望されています。 
①職業能力開発は労働施策では原則無料でされているところであり、就労を支援する観点
からは負担を求めるのは議論があるところ。 
②現行の工賃程度では利用者負担の方が多くなる場合もあり、労働意欲を削ぐとの指摘が
あり、厚生省も再検討中らしいです。 」 
 
 質疑討論のなかで、ワーカーズ・コレクティブは、全国におよそ 700 団体、メンバーは１万
6000 人以上。神奈川では 220 団体、6000 人のメンバーが活躍し、事業高は 56 億円であること、
第１号は、1982 年横浜に生活クラブ生協のデポーのフロア業務を担当する「ワーカーズ・コレ
クティブにんじん」として誕生した、と説明された。1985 年、神奈川ではじめての「たすけあ
いワーカーズ・コレクティブ」が誕生し、参加型福祉が展開されている。現在 120 団体が地域
で介護保険の担い手にもなっている。 
 
ワーカーズ・コレクティブという働き方についての質問への回答。 
 １人１人が主人公になる。雇用されるのではなく自分で自分の給料を稼ぐ。最初は無報酬の
こともある。必要な額を出資するだけでなく、必ず労働に参加する。障がい者は出資しない。 
ワーカーズ・コレクティブで働くための３つの約束事は次の通り。 
① みんなで一緒に何かをやるという気持ちがあること 
仲良しくらぶにならないように。 
出来る人に仕事を押し付けてしまわないように。 
②自発性をもっていること 
命令待ちの人には向かない。 
③責任をとれること 
対社会。対メンバー。◎対自分自身。 
参考資料 ○《21 世紀に描く夢 ワーカーズ・コレクティブ》 
     ○《ワーカーズ・コレクティブを理解するために》 
 
 「障害者自立支援法」の応益負担などが自立を阻害するというきびしい状況を克服するため
に工場見学を含めて「サボン草」の資料と実態から多くの示唆を得ることができた。心から感
謝する。 
